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馬の谷一城山鉱山の酸素同位体比

木原昌二　　・（受入教官　千葉　仁）
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日本における長石と石英の最大の産地である馬の谷一城山鉱山の鉱床は、典型的なgranitic

pegmatite型であり、ilmenite系列の後期白亜紀の真砂花闘岩体の中に存在する。この鉱山の生

成条件を探るために、花嵩岩、鉱体、ペグマタイトから、石英とその共存鉱物の組み合わせの酸

素同位体比測定を行った。結果は以下のとおりである。
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測定した石英と共存鉱物の酸素同位体比を用いて、酸素同位体平衡温度を推定した。結果は、表

の最後の欄に示すとおりである。
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